


























マークしている．2016年シーズンまでに10秒 0台を 8回（うち 2回は追い風参
考記録），2015年 3月には追い風参考ながら 9秒87をマークしているが，まだ
公認での10秒の壁は突破できていない．
　一方で世界記録はジャマイカの U Boltが2009年に 9秒58をマークし，世界
大会での決勝進出は 9秒台が必須の条件となってきている．更にアジア記録も
2007年にカタールの S Francisがアジア人初の 9秒台， 9秒99をマークすると，
2015年には同じくカタールの F Ogunode がアジア記録を更に 9秒91にまで伸ば
している．ただし，このカタールの 2名は帰化したアフリカ人である．2015年
には中国の B Su（蘇 炳添）がアフリカ出身以外のアジア人で初の10秒の壁を






































































をカウントし， 1／ 4歩単位で最後の 1歩を加算した





　　SLave［m］＝ Vave／ SFave ・・・（式 3）




























　　SLcon［m］＝　Tcon× Vmax ・・・（式 7）
　　SLair［m］＝　Tair × Vmax ・・・（式 8）




意水準は 5％未満とし， 5％， 1％，0．1％の 3段階で表記した．
3 　結果およびその考察








大学 3 年（2016年春）の 2 回マークしている．高校 3 年時は SLave2．12m，
SFave4．72stp/s，大学 3年時は SLave2．13m，SFave4．70stp/sであり，高 3時はやや
ピッチに依存し，大 3時はややストライド依存であると言えるが，これは総歩




学年 日付 記録 風速 Vave 総歩数 SFave SLave 大会名 ラウンド
高 2 2012/10/ 5 10．21 ＋0．1 9．79 48．00 4．70 2．08 国体 決勝
高 2 2012/11/ 3 10．19 ＋0．5 9．81 49．00 4．81 2．04 エコパトラックゲームズ 決勝
高 3 2013/ 4 /29 10．01 ＋0．9 9．99 47．25 4．72 2．12 織田記念 予選
高 3 2013/ 4 /29 10．03 ＋2．7W 9．97 47．00 4．69 2．13 織田記念 決勝
高 3 2013/ 6 / 7 10．28 ＋0．9 9．73 48．00 4．67 2．08 日本選手権 予選
高 3 2013/ 6 / 8 10．25 ＋0．7 9．76 47．50 4．63 2．11 日本選手権 決勝
高 3 2013/ 6 /14 10．17 －0．2 9．83 47．25 4．65 2．12 近畿高校 決勝
高 3 2013/ 7 /31 10．19 ＋0．1 9．81 48．00 4．71 2．08 全国高校総体 決勝
大 1 2014/ 4 /20 10．26 ＋0．6 9．75 49．75 4．85 2．01 出雲陸上 決勝
大 1 2014/ 4 /20 10．33 ＋1．8 9．68 49．75 4．82 2．01 出雲陸上 予選
大 1 2014/ 4 /29 10．10 ＋2．0 9．90 49．00 4．85 2．04 織田記念 予選
大 1 2014/ 5 /11 10．46 －3．5 9．56 49．50 4．73 2．02 セイコー GGP 決勝
大 1 2014/ 5 /16 10．36 －0．6 9．65 48．75 4．71 2．05 関東インカレ 予選
大 1 2014/ 5 /17 10．25 ＋3．6W 9．76 48．50 4．73 2．06 関東インカレ 準決勝
大 1 2014/ 5 /17 10．05 ＋1．6 9．95 48．00 4．78 2．08 関東インカレ 決勝
大 1 2014/ 6 / 7 10．15 ＋1．4 9．85 48．50 4．78 2．06 日本選手権 予選
大 1 2014/ 6 / 8 10．21 －0．5 9．79 48．50 4．75 2．06 日本選手権 準決勝
大 1 2014/ 6 / 8 10．22 ＋0．6 9．78 48．75 4．77 2．05 日本選手権 決勝
大 1 2014/ 7 /23 10．40 －0．5 9．62 48．25 4．64 2．07 世界ジュニア 予選
大 1 2014/ 7 /23 10．34 －0．6 9．67 49．00 4．74 2．04 世界ジュニア 決勝
大 1 2014/ 7 /23 10．38 0．0 9．63 48．75 4．70 2．05 世界ジュニア 準決勝
大 2 2015/ 3 /28 9．87 ＋3．3W 10．13 47．00 4．76 2．13 テキサスリレー
大 2 2015/ 4 /18 10．40 －0．2 9．62 48．00 4．62 2．08 織田記念 決勝
大 2 2015/ 4 /18 10．36 －0．1 9．65 48．00 4．63 2．08 織田記念 予選
大 2 2015/ 5 /15 10．33 0．0 9．68 46．75 4．53 2．14 関東インカレ 予選
大 2 2015/ 5 /15 10．37 －0．1 9．64 47．75 4．60 2．09 関東インカレ 準決勝
大 2 2015/ 9 /11 10．40 ＋0．8 9．62 47．00 4．52 2．13 日本インカレ 予選
大 2 2015/ 9 /11 10．30 ＋0．5 9．71 47．00 4．56 2．13 日本インカレ 準決勝
大 2 2015/ 9 /12 10．19 ＋0．5 9．81 48．00 4．71 2．08 日本インカレ 決勝
大 2 2015/ 9 /22 10．40 －1．9 9．62 47．00 4．52 2．13 関東新人 予選
大 2 2015/10/18 10．09 ＋2．4W 9．91 47．50 4．71 2．11 布勢スプリント 一次
大 2 2015/10/18 10．09 ＋0．3 9．91 47．75 4．73 2．09 布勢スプリント 二次
大 2 2015/ 9 /22 10．19 －0．5 9．81 47．50 4．66 2．11 関東新人 決勝
大 3 2016/ 4 / 2 10．24 －1．4 9．77 48．00 4．69 2．08 テキサスリレー
大 3 2016/ 5 / 8 10．27 －0．4 9．74 47．75 4．65 2．09 川崎 GP
大 3 2016/ 5 /19 10．47 －1．7 9．55 47．25 4．51 2．12 関東インカレ 予選
大 3 2016/ 5 /20 10．27 －0．2 9．74 47．25 4．60 2．12 関東インカレ 準決勝
大 3 2016/ 5 /20 10．35 －1．4 9．66 48．00 4．64 2．08 関東インカレ 決勝
大 3 2016/ 6 / 5 10．21 －0．6 9．79 47．00 4．60 2．13 布勢スプリント 一次
大 3 2016/ 6 / 5 10．09 －0．6 9．91 47．50 4．71 2．11 布勢スプリント 二次
大 3 2016/ 6 /11 10．17 ＋1．2 9．83 46．75 4．60 2．14 学生個人 予選
大 3 2016/ 6 /11 10．01 ＋1．8 9．99 47．00 4．70 2．13 学生個人 準決勝
大 3 2016/ 6 /11 10．10 －0．3 9．90 48．00 4．75 2．08 学生個人 決勝
大 3 2016/ 6 /24 10．37 －1．3 9．64 47．75 4．60 2．09 日本選手権 予選
大 3 2016/ 6 /24 10．29 －1．4 9．72 48．25 4．69 2．07 日本選手権 準決勝
大 3 2016/ 6 /25 10．31 －0．3 9．70 48．00 4．66 2．08 日本選手権 決勝
大 3 2016/ 7 /15 10．20 －1．1 9．80 47．75 4．68 2．09 イエテボリ 予選
大 3 2016/ 7 /15 10．34 －1．6 9．67 49．00 4．74 2．04 イエテボリ 決勝
大 3 2016/ 7 /18 10．17 ＋1．9 9．83 47．75 4．70 2．09 セーケスフェヘルバル
大 3 2016/ 8 /13 10．23 －0．4 9．78 48．00 4．69 2．08 リオデジャネイロ 予選
大 3 2016/ 9 / 2 10．26 ＋0．4 9．75 45．75 4．46 2．19 日本インカレ 予選
大 3 2016/ 9 / 3 10．12 －0．8 9．88 46．75 4．62 2．14 日本インカレ 準決勝
大 3 2016/ 9 / 3 10．08 ＋1．1 9．92 47．00 4．66 2．13 日本インカレ 決勝
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選手名 身長 体重 記録 風速 総歩数 SFave SLave 年
桐生 祥秀 175 68
10．01 ＋0．9 47．25 4．72 2．12 2013年
10．05 ＋1．6 48．00 4．78 2．08 2014年
9．87 ＋3．3参 47．00 4．76 2．13 2015年（春）
10．09 ＋0．3 47．75 4．73 2．09 2015年（秋）
10．01 ＋1．8 47．00 4．70 2．13 2016年（春）
10．08 ＋1．1 47．00 4．66 2．13 2016年（秋）
選手 身長 体重 記録 風 総歩数 SFave SLave
世界トップ A 195 94 9．58 ＋0．9 41．00 4．28 2．44 2009年
世界トップ B 178 77 9．69 ＋2．0 44．75 4．62 2．23 2009年
世界トップ C 185 83 9．74 ＋0．9 43．25 4．44 2．31 2015年
世界トップ D 190 87 9．77 ＋1．5 45．00 4．61 2．22 2006年
世界トップ E 175 71 9．84 ＋1．6 46．25 4．70 2．16 2016年
世界トップ F 188 88 9．86 ＋0．9 45．00 4．56 2．22 1991年
世界トップ G 176 80 9．87 －0．3 45．75 4．64 2．19 2000年
世界トップ H 178 72 9．91 ＋0．2 46．50 4．69 2．15 2016年
世界トップ I 177 73 9．93 ＋2．0 44．25 4．46 2．26 2003年
世界トップ J 172 65 9．99 －0．4 48．00 4．80 2．08 2015年
日本トップ V 180 72 10．00 ＋1．9 44．75 4．48 2．23 1998年
日本トップ W 177 70 10．03 ＋0．5 48．00 4．79 2．08 2016年
日本トップ X 178 68 10．03 ＋2．0 47．00 4．69 2．13 2003年
日本トップ Y 179 75 10．05 ＋1．4 46．25 4．60 2．16 2002年




















身長 体重 記録 風 Vmax SFmax SLmax Tcon Tair AR SLcon SLair
［cm］［kg］［sec］［m/s］［m/s］［stp/s］ ［m］ ［msec］［msec］［％］ ［m］ ［m］
桐生 祥秀 175 68 10．19 ＋0．5 11．42 5．04 2．27 82 117 143% 0．93 1．33
世界トップ　A 195 94 9．79 －0．5 11．92 4．36 2．73 100 125 125% 1．19 1．49
世界トップ　B 178 77 10．00 －0．5 11．62 4．80 2．42 92 113 123% 1．07 1．31
世界トップ　C 185 83 9．80 －0．5 11．95 4．71 2．54 98 121 123% 1．17 1．45
世界トップ　D 190 87 10．00 －0．5 11．69 4．66 2．51 96 119 124% 1．12 1．39
世界トップ　E 175 71 9．92 －0．5 11．65 4．71 2．48 88 121 138% 1．03 1．41
世界トップ　H 178 72 9．92 －0．5 11．72 4．85 2．42 88 123 140% 1．03 1．44
世界トップ　J 172 65 10．06 －0．5 11．56 5．11 2．26 83 113 136% 0．96 1．31
世界トップ　K 170 76 9．94 －0．5 11．72 4．80 2．44 92 115 125% 1．08 1．35
世界トップ　L 184 76 10．00 －0．5 11．69 4．95 2．36 94 111 118% 1．10 1．30
世界トップ平均 （n＝ 9） 180．8 77．9 9．94 11．72 4．77 2．46 92 118 128% 1．08 1．38
SD 8．3 8．8 0．09 0．13 0．21 0．13 5．4 5．0 7．7% 0．07 0．07
日本学生トップ平均 （n＝ 6） 174．2 67．2 10．38 ＋0．5 11．20 4．93 2．27 90 113 125% 1．01 1．26
SD 5．2 4．8 0．13 0．15 0．12 0．06 5．2 5．5 12．1% 0．05 0．07
世界 vs日本学生 有意差 ns * *** *** ns ** ns ns ns ns **
***: p＜0．001, **: p＜0．01, *: p＜0．05















































































　SLconおよび SLairは，Vmax と Tcon，Vmax と Tairの積によって求めた， 1ストラ
イドにおける接地中の移動距離（SLcon）と空中での移動距離（SLair）を表し，
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